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2024/10/29 

資料 生徒部：防災担当 

 

令和６年度（２０２４年度）「学校安全総合支援事業」における 

防災教育公開避難訓練 実施要項 
 

１. 目 的 

災害発生時における避難経路および安否確認や集約の方法を確認し、安全な避難の仕方を身

につけるとともに、防災に関する知識及び意識の高揚を図る。 

２. 実施計画（晴天時） 

 （１）日時 

    令和６年１１月５日（火）５分短縮授業※１・２・３・４・７（避難訓練）・５・６ 

    ※掃除終了後、HR ではなく、５限目授業の教室に移動しておくこと。 

（避難指示は、５限目の授業担当者で対応する。） 

 （２）避難先 

    避難先：第１グラウンド  ※雨天時は第一体育館 

    本部：事務室及び職員室 

 （３）日程 

 避難訓練 １３：３０～１４：５０ 

 合評会  １５：００～１５：４５（会場：ライブスタジオルーム） 

 （３）対象 

    宇土中・宇土高全生徒、全職員 

    本部：校長、副校長、教頭、主幹教諭、主任事務長、 

防災教育推進委員会（担当：森内、本多） 

 （４）訓練内容 

① シェイクアウト訓練 

② 地震火災避難訓練（スモークによる訓練を含む） 

（一部ブラインド：防火扉の閉鎖、地震によるライフライン遮断および火災を想定） 

③ 安否確認 

 （５）実施方法 

   ①訓練の流れ 

(ア) 事前指導 

    ※熊本地震について（地震に対する「心のケア」が必要な生徒への配慮含む）      

     ・避難経路の確認（災害による避難場所の違いを確認） 

      → 今回は地震および火災の発生を想定したもの …身の安全を確保後に避難 

      → 火災の場合は、火元を確認した上で、火元を避けて避難 

     ・避難場所 第１グラウンド（雨天時は第一体育館） 

人間がパニックに陥ったときには、どのような行動をとるかわからないため。担任等は避

難訓練の意義をしっかりと説明してください。また、避難の際、次のことを生徒に指導して

ください。 

・ヘルメット、本などを使って頭を守りながら避難する。（落下物による危険があるため） 

・階段を降りるときは、手すりに触りながら、確実に一段ずつ降りる。（手すりに触らな

い、二段以上飛ばして降りる行為は、災害時は負傷や事故につながるため） 

・地震後の二次災害として火災が発生する可能性もあり、その際はハンカチやタオルで煙

による被害防止のため、口や鼻を押さえるなどを行う。 

・落下物の危険リスク、二次災害の出火場所、風向きなど、状況に応じて各個人が安全な避   

難ルート、避難場所を選択する。 

・迅速かつ整然と避難する。 

・余裕があれば、火災現場から離れた教室は、窓を閉め消灯する。 

・自分の身の安全を確保しつつ、職員は生徒の安全を確保するため避難誘導や声かけ、二

次災害を防止するための行動を取る。 
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② 避難訓練（晴天時） 

時間 災害の状況 職員の動き 生徒の動き 備考 

13：32  【教頭】学校周辺への放送 

「ただ今、宇土中学校・宇土高校では避難訓練

を実施しています。」 

５時間目の授業

の教室に移動し

て待機する。 

５限授業担当

者が担当する。 

13：35 緊急地震速報 

（災害発生） 

 

 

【事務長】緊急校内放送 

（停電時対応の機材で放送を行う） 

「ただ今、緊急地震速報が発表されました。生

徒職員は机の下などに隠れて地震の揺れに備

えてください。」 

【全職員】 

「シェイクアウト訓練」を行う 

シェイクアウト

をする 

 

13：40 火災発生 

ライフラインが一部

遮断して放送が聞こ

えない箇所が発生 

※警報音後、次の自動音声が繰り返し流れま

す。 

「２棟２階の火災感知器が作動しました。係員

が確認しますのでしばらくお待ちください」 

★ライブスタジオから電源ショートによる火

災発生 

★火災通報、初期消火 

※警報から３分後、自動で音声が流れます。 

「火事です。火事です。２棟２階で火災が発生

しました。落ち着いて避難してください。」 

※防火扉を閉鎖（全棟） 

※生徒部、他職員で対応 

※スモーク訓練 

※防火扉対応訓練 

【各教科担任】 

各階各棟の教師が周囲の安全を確認した後、

避難を始める。その際、「出席簿（教科の出

席簿）」を携行する。※歩行が困難な生徒へ

の補助を行う。エレベータは使用禁止。※「押

さない、走らない、しゃべらない」 

【担任等】 

避難場所に到着したら、生徒を整列・点呼。

校舎側に向かって、右から中学、高１，２，

３の順に（出席番号順で）２列で整列→学年

主任に報告 

【学年主任等】 

生徒の安否確認の集約を行い、副校長へ報告 

【中学３年主任、高校教科主任】 

中学、高校の各教科の安否確認の集約を行

い、主幹教諭に報告 

【主幹教諭】 

職員の安否確認を行い、副校長へ報告する。 

【主任事務長】 

事務職員の点呼・安否確認を行う。 

【本部：管理職】 

副校長は、生徒・職員の安否状況を、    

本部長（校長）に報告し管理職で情報共有す

る。 

 

 

※近くの職員は

確認し火災の報

告を本部に伝え

る。 

※落下物の危険

リスク、二次災

害による出火場

所、風向きなど、

状況に応じて、

各個人が安全な

避難ルート、避

難場所を選択

し、避難する 

火災発生を確

認後、近隣の職

員は情報を各

棟の職員に伝

達。 

各棟の職員は、

安全な避難経

路を選択し、生

徒を誘導、避難

させる。 

 

 

教頭および防

災主任は、安否

確認の状況を

把握し、問題が

生じたときに

は、速やかに情

報を管理職と

共有し対応を

図る。 

14：15 訓練終了 【校長】 訓練終了の指示   

14：20 講評 【学校安全アドバイザー 柴田様】 講評 講評を聞く  

14：30 火災避難時の注意点 【消防署      様】 

 地震火災避難時の心構えについて 

注意点を聞く  

14：40 

 

14:50 

閉式 

全日程終了 

教室に戻る 

【謝辞：防災委員長】   
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③  避難訓練（雨天時） 

時間 災害の状況 職員の動き 生徒の動き 備考 

13：32  【教頭】学校周辺への放送 

「ただ今、宇土中学校・宇土高校では避難訓練

を実施しています。」 

５時間目の授業

の教室に移動し

て待機する。 

５限授業担当

者が担当する。 

13：35 緊急地震速報 

（災害発生） 

 

 

【事務長】緊急校内放送 

（停電時対応の機材で放送を行う） 

「ただ今、緊急地震速報が発表されました。生

徒職員は机の下などに隠れて地震の揺れに備

えてください。」 

【全職員】 

「シェイクアウト訓練」を行う 

シェイクアウト

をする 

 

13：40 火災発生 

ライフラインが一部

遮断して放送が聞こ

えない箇所が発生 

※警報音後、次の自動音声が繰り返し流れま

す。 

「２棟２階の火災感知器が作動しました。係員

が確認しますのでしばらくお待ちください」 

★ライブスタジオから電源ショートによる火

災発生 

※警報から３分後、自動で音声が流れます。 

「火事です。火事です。２棟２階で火災が発生

しました。落ち着いて避難してください。」 

※防火扉を閉鎖（全棟）※生徒部の係で対応 

火災通報、初期消火 

※スモーク訓練 

※防火扉対応訓練 

【各教科担任】 

各階各棟の教師が周囲の安全を確認した後、

避難を始める。その際、「出席簿（教科の出

席簿）」を携行する。※歩行が困難な生徒へ

の補助を行う。エレベータは使用禁止。※「押

さない、走らない、しゃべらない」 

【担任等】 

避難場所に到着したら、生徒を整列・点呼。

校舎側に向かって、右から中学、高１，２，

３の順に（出席番号順で）２列で整列→学年

主任に報告 

【学年主任等】 

生徒の安否確認の集約を行い、副校長へ報告 

【中学３年主任、高校教科主任】 

中学、高校の各教科の安否確認の集約を行

い、主幹教諭に報告 

【主幹教諭】 

職員の安否確認を行い、副校長へ報告する。 

【主任事務長】 

事務職員の点呼・安否確認を行う。 

【本部：管理職】 

副校長は、生徒・職員の安否状況を、    

本部長（校長）に報告し管理職で情報共有す

る。 

落下物の危険リ

スク、二次災害

による出火場

所、風向きなど、

状況に応じて、

各個人が安全な

避難ルート、避

難場所を選択

し、避難する 

 

 

 

 

※全員第１体育

館に避難する。 

雨天時は、渡り

廊下の通行止め

は実施しない。 

火災発生を確

認後、近隣の職

員は情報を各

棟の職員に伝

達。 

各棟の職員は、

安全な避難経

路を選択し、生

徒を誘導、避難

させる。 

 

※職員は、第１

体育館が安全

かを確認し、全

体に伝達する。 

 

 

 

 

 

教頭および防

災主任は、安否

確認の状況を

把握し、問題が

生じたときに

は、速やかに情

報を管理職と

共有し対応を

図る。 

14：00 訓練終了 【校長】 訓練終了の指示   

14：05 講演ならびに講評 【学校安全アドバイザー 柴田様】  講演を聞く  

14：30 火災避難時の注意点 【消防署      様】 

 地震火災避難時の心構えについて 

注意点を聞く  

14：40 

 

14:50 

閉式 

全日程終了 

教室に戻る 

【謝辞：防災委員長】   
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令和６年度（２０２４年度）「学校安全総合支援事業」における防災教育公開避難訓練 

 

④ １１／５（火）全日程（４５分授業） 

 

時間割 時間 内容  

SHR ８：３５－ ８：４０ SHR  

１限（４５分） ８：４５－ ９：３０ 授業  

２限（４５分） ９：４０－１０：２５ 授業  

３限（４５分） １０：３５－１１：２０ 授業  

４限（４５分） １１：３０－１２：１５ 授業  

昼休み １２：１５－１３：００  

１２：４０（受付） 

１３：００（日程説明） 

ライブスタジオルーム 

ウトウトタイム １３：００－１３：１０  

掃除 １３：１５－１３：２５  

５限（LHR） 

公開避難訓練 

（８０分） 

１３：３０－１４：５０

★掃除終了後、生徒は６

限（５時間目の授業時）

の教室に道具持参で待

機）避難指示は、担当教

科で行う。 

公開避難訓練 

６限（４５分） 

★（５時間目の授業） 
１５：００－１５：４５ 授業 

合評会 

ライブスタジオルーム 

７限（４５分） 

（６時間目の授業） 
１５：５５－１６：４０ 授業  

終礼 １６：４０－１６：４５   

 

 

 

 

 

 


